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平成２２年　第３回　４月臨時会
　第３回４月臨時会は、４月23日から５月13日までを会期とし、22年度各会計予算や条例の改正議
案など19件、人事案件について、慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

４月臨時会で審査された案件
審査した
委員会
※

議決
結果

市

長

提

出

議

案

専決処分

専決処分の報告承認について（五泉市税条例
の一部を改正する条例）

承認

専決処分の報告承認について（五泉市都市計
画税条例の一部を改正する条例）

承認

専決処分の報告承認について（五泉市国民健
康保険税条例の一部を改正する条例）

承認

専決処分の報告承認について（五泉市一般会
計暫定補正予算（第１号））

承認

専決処分の報告承認について（五泉市水道事
業会計暫定補正予算（第１号））

承認

条例の一部改正

五泉市地域包括支援センター条例の一部を改
正する条例

厚生経済 原案可決

五泉市営住宅条例の一部を改正する条例 建設企業 原案可決

五泉市奨学金貸付条例の一部を改正する条例 総務文教 原案可決

予算

一般会計予算 分割付託 原案可決

国民健康保険特別会計予算 厚生経済 原案可決

老人保健特別会計予算 厚生経済 原案可決

介護保険特別会計予算 厚生経済 原案可決

下水道事業特別会計予算 建設企業 原案可決

簡易水道事業特別会計予算 建設企業 原案可決

川東財産区一般会計予算 厚生経済 原案可決

村松第二工業団地造成事業特別会計予算 厚生経済 原案可決

後期高齢者医療特別会計予算 厚生経済 原案可決

水道事業会計予算 建設企業 原案可決

人事案件	

五泉市固定資産評価員の選任について 同意

議出
会議
提案

五泉市議会政務調査費の交付に関する条例の
一部を改正する条例

原案可決

	

＜条例改正＞

○五泉市地域包括支援センター条例の一部を改正する条例

・７月１日からセンターの事務所を五泉市福祉会館内か
ら五泉市保健センター内とするもの。

　　　
○五泉市営住宅条例の一部を改正する条例

・東栄町第３住宅で、老朽化した２戸を用途廃止し設置
戸数を６戸とするもの。

　　
○五泉市奨学金貸付条例の一部を改正する条例

・新たに大学院への貸付を加え、貸付月額３万円とする
もの。大学の奨学生が引き続き大学院へ進学した場合
は、奨学金の償還を猶予することができるもの。

○五泉市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正
する条例

	・会派議員の政務調査費、１人当たり年額１３万円を
１５万円とするもの。

第３回臨時会議決結果など

＜専決処分の主なもの＞

○一般会計暫定補正予算 （第１号）

・林道哺土原線、仙見谷地内で融雪により山腹の土砂
が約30ｍにわたり崩落し、通行ができない状態とな
り、復旧工事費として２,２２０万円を追加補正。

○水道事業会計暫定補正予算 （第１号）　　

・３月25日及び４月２日に下条地内で水道配水管の破
損事故が発生したことにより、被害を早急に解消す
るため配水管の布設替え工事費として２,４００万
円を追加補正。
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平成２２年　第４回　６月定例会
　第４回６月定例会では、６月15日から６月29日までを会期とし、補正予算や条例の改正議案など
16件、請願・陳情６件、人事案件について、慎重審議の結果、下記のとおり議決しました。

６月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※

議決
結果

市

長

提

出

議

案

条例の一部改正・廃止
五泉市職員の育児休業等に関する条例の一部
を改正する条例

総務文教 原案可決

五泉市職員の勤務時間、休暇等に関する条例
の一部を改正する条例

総務文教 原案可決

五泉市職員団体のための職員の行為の制限の
特例に関する条例の一部を改正する条例

総務文教 原案可決

五泉市職員の退職手当に関する条例の一部を
改正する条例

総務文教 原案可決

五泉市国民健康保険条例の一部を改正する条
例

厚生経済 原案可決

五泉市放課後児童健全育成事業条例の一部を
改正する条例

厚生経済 原案可決

五泉市小作料協議会設置条例を廃止する条例 厚生経済 原案可決

五泉市火災予防条例の一部を改正する条例 建設企業 原案可決

補正予算
一般会計補正予算(第１号) 原案可決

一般会計補正予算(第２号) 分割付託 原案可決

国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 厚生経済 原案可決

介護保険特別会計補正予算（第１号） 厚生経済 原案可決

人事案件
人権擁護委員の推薦につき意見を求めること 異議なし

五泉市副市長の選任について 同意

その他
工事請負契約の締結について 原案可決

請
願
・
陳
情

「農業農村整備事業の予算確保を求める意見
書」を行政官庁に提出することについて

厚生経済 採択

一級河川桑山川排水機場早期設置に関する請
願

厚生経済 採択

備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める
請願

厚生経済 採択

30人以下学級実現、教員賃金改善、義務教
育費国庫負担制度拡充に係る意見書の採択を
求める請願

総務文教 継続審査

入札制度の改正に関する陳情 総務文教 採択

地域間格差を拡大する「地方移譲」に反対
し、直轄事業の継続と促進を求める陳情

建設企業 継続審査

＜当局報告＞
　・市内の中学校での問題行動について

＜条例改正・廃止の主なもの＞
○ 五泉市放課後児童健全育成事業条例の一部を改正する条例
　・	五泉南小学校内に「南っ子学童クラブ」を、川東小学
校内に「第２だしっ子学童クラブ」をそれぞれ開設す
ることに伴う改正。

○五泉市小作料協議会設置条例を廃止する条例
　・	農地法改正により、標準小作料は廃止され、実勢価格
を考慮した賃借料の情報提供をすることとなり、小作
料協議会を廃止するもの。

○五泉市火災予防条例の一部を改正する条例
　・	カラオケボックス等個室型店舗内の避難通路について、
有効幅員を確保し避難に支障がないよう避難通路に面
する個室の外開き戸に、自動閉鎖措置などの対策を講
じる改正

第４回６月定例会議決結果など

※「総務文教」：総務文教常任委員会
　「厚生経済」：厚生経済常任委員会
　「建設企業」：建設企業常任委員会

６月定例会で審査された案件
審査した
委員会
※

議決
結果

議
会
提
出
議
案

農業農村整備事業の予算確保を求める意見書
の提出について

原案可決

備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める
意見書の提出について

原案可決

小中学校、保育園適正配置等調査特別委員会
を解散・廃止する件

原案可決

＜一般会計　補正予算の主なもの＞

○一般会計補正予算 （第１号・２号）

　■	子育て支援センター・保育園耐震補強事業
	 4,200万8千円
　　	耐震診断の結果、村松第1保育園・村松子育て支援
センター・ひばり保育園・こばと保育園が耐震基準
を満たしていないため、補強工事等するもの。

　■	電波遮へい対策事業費等補助金	 1,745万円
　■	新公共交通オぺレータ配置業務委託料	 558万7千円
　■	高齢者福祉施設開設等支援事業補助金	 908万5千円
　■	登山道環境保全事業委託料	 218万7千円
　■	村松小学校給食室給湯設備改修工事	 161万7千円
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愛宕小学校校舎等新築事業	 	
	 ７億１，０２３万円

　村松東小学校と川内小学校を統合した、新し
い愛宕小学校を建設。
　村松東小学校の敷地を含め隣接する国有地の
取得も終了し、22年度及び23年度の２ヵ年で建
設するものです。開校は24年４月１日を予定し
ています。

（仮称）村松老人福祉センター建設
事業	 ３億８，７７４万円

　高齢者の健康増進、教養の向上を図るた
め、老朽化している村松老人福祉センター
を、新たに村松体育館に隣接して建設する
ものです。

　※	建設にあたり、６月定例会で契約額が
議会議決の要件に該当するため、次の
相手方と工事請負契約の締結を行いま
した。

　　契約の相手方　五泉市番坂
　　　　　　　　　株式会社　貝瀬工務店
　　契約金額	 １億７，３７７万５千円

地域公共交通活性化・再生総合事業
	 ３，９２５万円

　　10月１日から基幹バス、デマンド乗合タクシー
の実証運行を行うものです。24年度まで国の支援を
受けながら再編事業として取り組みます。このこと
により、市が運行しているコミュニティバスと福祉
バス、民営バス路線は一部を除き９月30日をもって
廃止になります。
　
　※デマンドとは
　　	「需要」「要求」という意味で、現在の路線バス
のようにバス停まで行かなくても、利用前に電
話で予約をすれば、自宅又は今いる所から行き
たい所まで、低料金で利用することが可能な高
齢者等に優しい“予約制の乗合タクシー”のこ
とです。

愛宕小学校完成予想図

（仮称）村松老人福祉センター完成予想図

主 な 事 業

・子ども手当給付事業		 …………… 9億2,572万円

・通信司令設備整備事業（消防本部）

　　　　　　　　　…………………… 2,411万円

・地域ブランド商品拡大事業		 ……… 3,623万円

・プール施設運営管理事業		 ………… 7,531万円

・金融対策事業		 ………………… 　14億4,378万円

・廃棄物対策事業		 ……………… 　7億1,063万円

・子ども医療費助成事業		 ………… 	1億260万円

・地域医療確保事業		 …………… 	1億2,343万円

※予算額は人件費等を除いた直接事業費です。
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２２ 年 度 　予 算 可 決

・収益的収支		 …………………………… 7億7,808万円

・国民健康保険		 ……………………… 55億2,042万円

・老人保健		 …………………………………… 470万円

・介護保険		 …………………………… 45億9,999万円

・下水道事業		 ………………………… 25億3,320万円

・資本的収支		 ………………………… 	8億8,630万円

（表示単位未満調整）

・簡易水道事業		 ……………………… 	2億3,092万円

・川東財産区		 ………………………………… 387万円

・村松第二工業団地造成事業		 …………… 2,151万円

・後期高齢者医療		 ……………………… 4億5,338万円

企　業　会　計　（水道事業） １６億６，４３８万円

特　別　会　計　（８会計） １３３億６，７９９万円　

科　　　目 予　算　額

1 人 件 費 41億3,050万円

2 物 件 費 29億9,718万円

3 維 持 補 修 費 2億6,821万円

4 扶 助 費 23億1,201万円

5 補 助 費 等 19億8,060万円

6 建 設 事 業 費 22億1,658万円

7 公 債 費 32億8,360万円

科　　　目 予　算　額

8 投 資 及 び 出 資 金 60万円

9 貸 付 金 14億3,893万円

10 繰 出 金 18億8,657万円

11 積 立 金 3億102万円

12 災 害 復 旧 事 業 費 2,220万円

13 予 備 費 8,500万円

歳　出　合　計 209億2,300万円

 予 　算 　の　 概　 要
一般会計総額　　２０９億２，３００万円

歳入

歳出

地方交付税
66億5,000万円
31.8％

市　税
49億4,437万円
23.6％

市　債
34億6,121万円
16.5％

諸収入
16億4,085万円
7.8％

国庫支出金
16億1,580万円
7.7％

県支出金10億5,767万円5.1％

地方消費税交付金4億5,000万円2.2％

分担金及び負担金
3億4,609万円1.7％

その他7億5,701万円3.6％

民生費
63億3,419万円
30.3％

公債費
32億8,360万円
15.7％

教育費
24億6,972万円
11.8％

総務費
22億3,667万円
10.7％

商工費
16億9,992万円
8.2％

土木費
14億9,045万円
7.1％

衛生費
14億6,601万円
7.0％

農林水産業費8億4,535万円4.0％

消防費
7億8,422万円3.7％

その他3億1,287万円1.5％

歳入

歳出

地方交付税
66億5,000万円
31.8％

市　税
49億4,437万円
23.6％

市　債
34億6,121万円
16.5％

諸収入
16億4,085万円
7.8％

国庫支出金
16億1,580万円
7.7％

県支出金10億5,767万円5.1％

地方消費税交付金4億5,000万円2.2％

分担金及び負担金
3億4,609万円1.7％

その他7億5,701万円3.6％

民生費
63億3,419万円
30.3％

公債費
32億8,360万円
15.7％

教育費
24億6,972万円
11.8％

総務費
22億3,667万円
10.7％

商工費
16億9,992万円
8.2％

土木費
14億9,045万円
7.1％

衛生費
14億6,601万円
7.0％

農林水産業費8億4,535万円4.0％

消防費
7億8,422万円3.7％

その他3億1,287万円1.5％
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　１月の市長選挙執行に伴い、平成22年度の当初予算は例年より遅れ、
４月臨時会で一般会計ほか９会計予算を全て原案どおり可決されました。
また、先の６月定例会では副市長の選任について同意をしたところでも
あります。このような状況のなか、小中学校及び総合会館中ホールの耐
震補強工事や緊急雇用対策など、国の補正予算に伴う地域活性化事業が
22年度の施策事業と共に、今後とも着実に進むものと思っております。
　６月定例会で議論された保育園等の耐震補強工事に関し、安心安全
な、命を守る施設環境整備を図るため、速やかな予算議案の提出を望む

意見がありましたが、今後とも総合計画に基づく事業などの推進に当りましては、議会に与
えられた監視機能と、併せて議会内での一層の議論が求められていると感じているところで
あります。市民の目線に立ち市民の代表であることを基本姿勢に、市民の声を行政に反映さ
せることはもとより、議会の議論の質と量を競い合っていかなければならないと考えており
ます。

総
務
文
教
常
任
委
員
会
審
査
報
告委

員
長
　
芳
　
賀
　
和
　
久

（
主
な
質
疑
）

本
庁
舎
施
設
整
備
工
事
に
つ
い
て

問　
工
事
費
で
６
千
20
万
円
計
上
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
。

答　
高
圧
ケ
ー
ブ
ル
の
取
替
え
工
事

に
２
２
０
万
、
駐
車
場
整
備
に
５
０
０

万
、
空
調
機
の
更
新
に
５
千
３
０
０
万

と
い
う
こ
と
で
、
駐
車
場
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
噴
水
、
池
の
部
分
は
潰
さ
ず
、

そ
の
周
囲
に
６
・
７
台
分
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
を
確
保
し
、
う
ち
２
・
３
台
は
身

体
障
害
者
用
と
考
え
て
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
活
性
化
・
再
生
総
合

事
業
に
つ
い
て

問　
基
幹
バ
ス
・
デ
マ
ン
ド
乗
合
タ

ク
シ
ー
の
実
証
運
行
後
の
計
画
変
更
に

つ
い
て
。

答　
10
月
１
日
か
ら
３
年
間
実
証
運

行
が
始
ま
り
、
今
年
度
の
運
行
結
果
を

国
の
方
に
報
告
し
ま
す
が
、
顕
著
な
不

都
合
あ
る
い
は
地
域
の
声
と
い
う
も
の

を
踏
ま
え
て
変
更
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。
勝
手
に
変
更
は
で

き
ま
せ
ん
が
、
期
間
を
置
き
な
が
ら
何

が
一
番
効
率
的
な
の
か
を
見
極
め
る
の

が
実
証
運
行
で
あ
り
ま
す
。

不
登
校
の
児
童
、
生
徒
に
つ
い
て

問　
不
登
校
者
数
の
状
況
と
、
そ
の

対
応
は
。

答　
小
中
学
校
全
体
で
の
数
は
、
19

年
度
で
57
人
、
20
年
度
で
56
人
、
21
年

度
に
つ
い
て
は
集
約
中
で
あ
り
ま
す

が
、
一
定
の
数
で
横
滑
り
と
い
う
状
況

と
思
い
ま
す
。
総
合
会
館
の
適
応
指
導

教
室
に
は
、
20
年
度
で
14
人
、
21
年
度

で
は
９
人
と
い
う
こ
と
で
、
適
応
指
導

教
室
だ
け
み
れ
ば
減
員
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
学
校
の
取
り
組
み
と
し
て

は
、
担
任
・
生
活
指
導
の
先
生
を
中
心

に
定
期
的
に
家
庭
訪
問
を
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
れ
と
適
応
指
導
教
室
事
業
の
中

で
、専
門
の
訪
問
指
導
員
を
配
置
し
て
、

相
手
の
ご
了
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

適
応
指
導
教
室
に
来
ら
れ
な
い
け
れ
ど

も
訪
問
を
受
け
入
れ
る
と
い
う
方
も
お

ら
れ
、
そ
う
い
っ
た
訪
問
指
導
も
行
っ

て
い
ま
す
。

議長室から

議　長

土 田 春 夫

４月臨時会　委員会審査報告
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厚
生
経
済
常
任
委
員
会
審
査
報
告委

員
長
　
阿
　
部
　
周
　
夫

建
設
企
業
常
任
委
員
会
審
査
報
告委

員
長
　
長
谷
川
　
秀
　
行

（
主
な
質
疑
）

保
育
園
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
ひ
ば
り
保
育
園
と
こ
ば
と
保
育

園
を
統
合
し
、
新
し
い
保
育
園
を
建
設

す
る
計
画
に
つ
い
て
、
こ
の
２
園
に
通

園
し
て
い
る
園
児
は
住
ん
で
い
る
場
所

が
７
〜
８
㌔
離
れ
て
い
る
う
え
に
、
小

学
校
区
も
中
学
校
区
も
異
な
る
。
統
合

す
る
に
は
無
理
が
あ
る
と
思
う
が
、
２

園
を
各
々
で
建
て
替
え
る
こ
と
は
検
討

さ
れ
る
の
か
。
仮
に
統
合
す
る
場
合
の

立
地
場
所
は
計
画
で
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。　

答　
２
園
に
つ
い
て
は
、
建
物
の
老

朽
化
が
激
し
く
園
庭
等
も
狭
あ
い
で
あ

り
ま
す
。
各
々
で
建
て
替
え
か
統
合
す

る
か
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、３
歳
未
満
児
の
入
園
増
加
、

一
時
保
育
や
延
長
保
育
等
の
増
加
と
い

う
現
状
、
こ
れ
か
ら
市
が
建
設
す
る
保

育
園
に
つ
い
て
は
、
拠
点
性
を
持
つ
未

来
志
向
の
立
地
が
大
事
と
考
え
て
い
ま

す
。
今
後
の
保
育
園
の
有
様
を
検
討
委

員
会
で
議
論
し
て
、
地
域
の
意
向
を
加

味
し
な
が
ら
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
な
お
、
立
地
場
所
に
つ
い

て
は
現
在
、
白
紙
で
あ
り
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
に
つ
い
て

問　
空
き
店
舗
等
を
活
用
し
、
地
域

の
交
流
ス
ペ
ー
ス
や
起
業
支
援
を
す
る

と
あ
る
が
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
内

容
で
の
整
備
、
起
業
支
援
を
考
え
て
い

る
の
か
。

答　
地
域
の
商
店
街
の
皆
様
が
、
ど

の
よ
う
に
考
え
ど
の
よ
う
な
希
望
が
あ

る
の
か
、
秋
く
ら
い
ま
で
に
意
見
交
換

を
進
め
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
起
業

支
援
に
つ
い
て
は
、
ど
う
い
う
形
の
も

の
が
利
用
で
き
る
の
か
、
こ
ち
ら
も
相

談
し
な
が
ら
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

意
見

　

核
家
族
化
が
進
む
中
、
若
い
世
代
が

ど
の
地
域
で
増
え
ど
の
地
域
で
減
っ
て

い
る
か
を
調
査
し
た
う
え
で
、
今
後
の

保
育
園
の
統
合
問
題
を
検
討
す
る
べ
き

で
あ
る
。
五
泉
市
の
未
来
を
背
負
っ
て

い
く
子
供
達
の
た
め
に
は
、
各
学
区
内

で
の
保
育
、
と
い
う
大
き
な
見
方
も
必

要
で
あ
る
。　

（
主
な
質
疑
）

消
防
団
施
設
等
整
備
管
理
事
業
に
つ

い
て

問　
消
防
器
具
置
場
を
建
て
替
え
と

あ
る
が
、
こ
れ
は
耐
用
年
数
で
判
断
す

る
の
か
。
ま
た
、
今
後
も
こ
の
事
業
は

出
て
く
る
の
か
。

答　
単
に
耐
用
年
数
だ
け
で
判
断
す

る
の
で
は
な
く
、
実
際
に
器
具
置
場
を

見
て
回
っ
て
、
建
て
替
え
を
す
る
か
ど

う
か
総
合
的
に
判
断
し
て
い
る
。
老
朽

化
し
た
も
の
が
他
に
も
あ
り
ま
す
の

で
、
事
業
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

要
望

　

消
防
団
員
の
待
遇
に
つ
い
て
、
年
額

の
報
酬
が
少
な
く
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神

に
頼
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
活
動
費
に

つ
い
て
も
不
十
分
で
あ
り
、
町
内
会
か

ら
寄
附
金
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
と
聞

く
。
今
後
待
遇
の
改
善
に
つ
い
て
検
討

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

駅
駐
車
場
の
使
用
料
に
つ
い
て

問　
新
関
駅
に
月
極
の
駐
車
場
の
他

に
、
フ
リ
ー
の
駐
車
場
が
あ
っ
た
と
思

う
が
使
用
料
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
管

理
に
な
っ
て
い
る
の
か
。　

答　
駅
駐
車
場
に
つ
い
て
は
、
10
台

分
の
フ
リ
ー
の
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

駅
に
管
理
人
も
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
無

料
で
一
般
解
放
し
て
い
ま
す
。

木
造
住
宅
耐
震
改
修
事
業
補
助
金
に

つ
い
て

問　
こ
の
補
助
金
の
内
容
及
び
申
請

方
法
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
い
る
の
か
。

答　
耐
震
診
断
士
と
言
わ
れ
る
専
門

の
資
格
を
持
っ
た
方
が
、
耐
震
改
修
を

計
画
し
、
そ
の
方
の
監
修
の
も
と
工
事

を
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
事
業
費
の
３

分
の
１
で
助
成
限
度
額
が
50
万
円
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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６月定例会　委員会審査報告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

厚
生
経
済
常
任
委
員
会

建
設
企
業
常
任
委
員
会

委
員
長
　
芳
　
賀
　
和
　
久

委
員
長
　
阿
　
部
　
周
　
夫

委
員
長
　
長
谷
川
　
秀
　
行

（
主
な
質
疑
）

デ
マ
ン
ド
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
運
行
に
つ

い
て

問　
運
行
受
付
す
る
人
数
、
雇
用
形
態
、

管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
な

る
の
か
。

答　
　

社
会
福
祉
協
議
会
に
お
い
て
、

受
付
等
を
行
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
受
付

に
つ
い
て
は
パ
ー
ト
雇
用
７
・
８
人
で
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
組
み
な
が
ら
午
前
３

人
、
午
後
２
人
と
い
う
体
制
を
基
本
に
想

定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
管
理
体
制
に

つ
き
ま
し
て
は
社
会
福
祉
協
議
会
の
中

で
、
し
か
る
べ
き
人
か
ら
管
理
・
監
督
を

し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思

い
ま
す
。

要
望

　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
世
帯
な

ど
、
対
象
者
を
絞
っ
て
説
明
を
申
し
上
げ

る
方
法
な
ど
も
検
討
し
、
で
き
る
だ
け
ス

ム
ー
ズ
に
事
業
が
行
わ
れ
る
よ
う
努
力
し

て
ほ
し
い
。

（
主
な
質
疑
）

高
齢
者
福
祉
施
設
開
設
等
支
援
事
業
に
つ
い
て

問　
小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム　
「
ま
お
ろ
し
の
郷
」は
、
多
床
室

で
あ
り
個
室
よ
り
安
い
料
金
で
利
用
で
き
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
地
域

の
実
態
に
合
っ
た
良
い
施
設
だ
と
感
じ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
国
の
考

え
方
は
特
養
は
個
室
整
備
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
た
が
、
県
に
事
務

が
移
管
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、多
床
室
の
整
備
が
可
能
に
な
っ
た
の
か
。

答　
「
ま
お
ろ
し
の
郷
」
の
多
床
室
に
つ
い
て
は
、
国
と
の
協
議
を
経

て
例
外
的
に
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
個
室
よ
り
安
い
料
金
で
利
用
で

き
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
も
非
常
に
高
い
も
の
が
あ

り
ま
す
。
但
し
、
国
や
県
の
考

え
方
は
従
来
ど
お
り
個
室
と
い

う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。
今
後
多

床
室
の
施
設
整
備
が
さ
れ
て

も
、
介
護
保
険
施
設
と
し
て
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
も
あ
る
旨
の

県
の
説
明
で
あ
り
ま
し
た
。

要
望

　

高
齢
者
の
問
題
な
ど
、
都
会

と
の
格
差
は
大
き
な
も
の
が
あ

る
。
今
後
地
域
の
実
態
に
あ
っ

た
施
設
の
整
備
が
進
ん
で
い
く

よ
う
、
ぜ
ひ
国
に
現
状
を
訴
え

て
い
っ
て
ほ
し
い
。

（
主
な
質
疑
）

火
災
予
防
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

問　
以
前
、
避
難
通
路
に
山
積
み
し
た

荷
物
が
、
避
難
す
る
際
の
障
害
に
な
っ
た

と
い
う
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
今
回
対
象

と
な
っ
た
個
室
型
店
舗
だ
け
で
は
な
く
、

そ
の
他
施
設
も
含
め
て
、
ど
の
よ
う
な
管

理
体
制
に
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
防
火
対
象
物
に
つ
き
ま
し
て
は
、

定
期
的
な
査
察
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
改
正
条
項
の
中
に
も
、「
避
難
上
有

効
に
管
理
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
文
言
が
入
っ
て
い
ま
す
し
、
避
難
に
支

障
を
き
た
す
も
の
に
つ
い
て
は
、
査
察
の

際
に
指
導
を
し
て
い
ま
す
。

問　
消
防
に
よ
る
査
察
に
つ
い
て
、
い

つ
い
つ
に
行
う
と
い
う
こ
と
で
、
あ
ら
か

じ
め
連
絡
を
す
る
と
聞
い
て
い
る
が
、
抜

き
打
ち
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
か
。

答　
緊
急
を
要
す
る
危
険
な
場
合
で
あ

れ
ば
、
抜
き
打
ち
と
い
う
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
が
、
基
本
的
に
は
営
業
の
問
題
も

あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に
連
絡
を
し
て
か

ら
査
察
を
行
う
の
が
現
状
で
あ
り
ま
す
。

６月に竣工した多床型施設「まおろしの郷」
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６
月
15
日
、
議
員
４
名
に
よ
る
発
議

案
が
左
記
の
理
由
に
よ
り
提
出
さ
れ
、

議
会
運
営
委
員
会
で
日
程
等
の
審
査
を

行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
小
中
学
校
、

保
育
園
適
正
配
置
等
調
査
特
別
委
員
会

が
開
催
さ
れ
市
長
に
こ
れ
ま
で
の
審
査

報
告
や
要
望
を
行
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
後
に
本
会
議
に
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

理
由

　

五
泉
市
内
の
小
中
学
校
及
び
保
育
園

は
、
そ
の
地
域
に
と
っ
て
教
育
と
子
育

て
の
大
切
な
施
設
と
な
っ
て
い
る
。
そ

し
て
、
そ
の
地
域
に
あ
る
小
中
学
校
及

び
保
育
園
は
、
運
動
会
や
文
化
祭
な
ど

を
通
じ
て
地
域
住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

活
動
の
拠
点
と
し
て
、
さ
ら
に
、
災
害

発
生
時
の
避
難
場
所
と
し
て
役
割
を
担

っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
小
中
学
校
及

び
保
育
園
の
存
廃
は
、
そ
の
地
域
の
将

来
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ

る
。
一
方
で
全
国
的
な
少
子
化
は
五
泉

市
も
例
外
で
は
な
く
、
小
中
学
校
及
び

保
育
園
の
適
正
配
置
、
統
廃
合
と
い
う

課
題
も
考
え
て
い
く
必
要
も
あ
る
。

　

し
か
し
、
小
中
学
校
や
保
育
園
の
適

正
配
置
、
統
廃
合
は
行
政
や
市
議
会
が

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
で
行
う
べ
き
で
は
な

く
、
地
域
住
民
の
様
々
な
声
や
意
見
を

聞
き
な
が
ら
、
時
間
を
か
け
て
慎
重
に

行
う
必
要
が
あ
り
、
地
域
の
人
た
ち
の

合
意
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
今
後
、
小
中
学
校
及
び
保
育
園

の
適
正
配
置
等
に
関
す
る
五
泉
市
議
会

で
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
各
常
任
委
員

会
や
本
会
議
で
慎
重
に
行
っ
て
い
く
べ

き
で
あ
る
。

　

以
上
の
理
由
か
ら
、
五
泉
市
議
会
小

中
学
校
、
保
育
園
適
正
配
置
等
調
査
特

別
委
員
会
を
解
散
・
廃
止
す
る
も
の
で

あ
る
。

※
こ
の
発
議
は
、
猪
熊
豊
・
長
谷
川
真

介
・
鈴
木
光
規
・
平
井
敏
弘
議
員
の

４
名
で
す
。

　
﹇
賛
成
﹈
山
田
　
博
　
議
員

　

特
別
委
員
会
の
委
員
に
は
、
先
進
地

視
察
を
含
め
大
変
熱
意
を
込
め
た
審
査

に
敬
意
を
表
す
る
。
昨
年
の
９
月
定
例

会
で
委
員
会
審
査
の
中
間
報
告
が
さ
れ

た
と
き
に
、
特
に
学
校
関
係
に
つ
い
て

は
、
あ
る
一
定
の
方
向
付
け
結
論
的
な

も
の
は
出
て
い
る
ん
だ
な
と
。
保
育
園

関
係
に
つ
い
て
も
そ
れ
に
近
い
も
の
が

あ
り
ま
し
た
の
で
、
報
告
す
る
こ
と
も

あ
ま
り
な
い
の
か
な
と
い
う
私
の
取
り

方
も
あ
り
ま
し
た
。
９
月
の
中
間
報
告

以
後
も
調
査
は
さ
れ
た
よ
う
だ
が
、
発

議
提
案
理
由
に
あ
っ
た
よ
う
に
、
こ
れ

か
ら
は
所
管
の
常
任
委
員
会
あ
る
い
は

２
つ
の
常
任
委
員
会
の
連
合
審
査
な
ど

を
通
じ
て
、
審
査
を
し
て
い
け
ば
と
思

い
賛
成
し
ま
す
。

﹇
賛
成
﹈
阿
部
　
周
夫
　
議
員

　

先
ほ
ど
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
市

長
及
び
教
育
長
の
出
席
を
求
め
、
正
副

委
員
長
か
ら
今
後
の
五
泉
市
の
子
供
達

の
た
め
に
是
非
と
も
活
用
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
、
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と

い
う
こ
と
で
、
18
回
に
亘
る
当
委
員
会

の
議
事
録
と
審
査
内
容
を
渡
し
ま
し

た
。
今
後
は
超
党
派
で
子
供
達
の
た
め

に
頑
張
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

討
論
の
後
、
出
席
議
員
か
ら
異
議
な

し
に
よ
り
「
可
決
」
さ
れ
ま
し
た
。

討
論

採
決

小
中
学
校
、保
育
園
適
正
配
置
等
調
査
特
別
委
員
会

　解
散
・
廃
止
に
つ
い
て

小
中
学
校
、保
育
園
適
正
配
置
等
調
査
特
別
委
員
会

　解
散
・
廃
止
に
つ
い
て

小
中
学
校
、保
育
園
適
正
配
置
等
調
査
特
別
委
員
会

　解
散
・
廃
止
に
つ
い
て

小
中
学
校
、保
育
園
適
正
配
置
等
調
査
特
別
委
員
会

　解
散
・
廃
止
に
つ
い
て

議
員
発
議
で
可
決
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いのくま　豊
一般質問（通告順）

あべ　かねお

私は新庁舎の建設は
反対である

問　私は新庁舎の建設は反対である。
しかし村松地区に新庁舎建設を要望

している人が多い。
　新庁舎は建設するのか。市長の政治姿勢
として、市長は新庁舎建設に賛成か、反対
か。

答　総合計画、前期基本計画では、新
庁舎建設事業については今その時期

ではないと判断し、後期計画の中で検討す
る。

新庁舎の建設はどうする（現市役所本庁舎）

閉塞感の打破
五泉市経済の再建策

問　現在、新津管内の有効求人倍率が
0.4以下である。正職員の有効求人

倍率も0.2位しか募集がない状況である。
市長選挙公約のカシミヤ山羊で経済を活性
化させることは無理である。閉塞感のある
五泉市の打破のために、市長の政治姿勢と
して、五泉市の経済再建策をどう考えるか。

答　企業の誘致や雇用の促進に努め
る。

市内業者に支援を

問　長引く不況で市内の業者は苦しん
でいる。①私は昨年９月、緊急経済

対策として経済波及効果の高い住宅リ
フォーム助成制度の創設を求め質問し、市
長は検討を約束された。その後、多くの市
町村が実施してきている。市の検討結果は。
②市内の旅館は、地デジのためにテレビの
入れ替えで経済的負担が大きくなってい
る。市で融資する制度を。

答　①むずかしい　②導入率36％だ
が、新たな融資制度は考えていない。

合格発表と人権

問　教育の原点は一人ひとりの人権を
大切にすることです。高校の一般入

試の合格発表は、高校の玄関前に受験番号
を張り出している。合格して喜んでいる中
に、番号がなく切ない気持ちになっている
子供もいる。一覧表ではなく、郵送などで
子供の気持ちに配慮を。

答　正確、迅速に伝えるため一覧表で
行っている。

職
人
さ
ん
の
技
術
で
安

心
、
安
全
で
快
適
な
家

を

推
薦
入
試
の
発
表
は

子
供
の
人
権
に
配
慮

し
て
い
る
の
に
…
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石黒　俊雄
一般質問（通告順）

佐藤　わたる

少子化対策について

問　少子化の大きな原因は、未婚化、
晩婚化である。前市長のときにも

伺ったが、男女の出会いから結婚までを
コーディネイトする縁結び課を創設しては
いかがか。

答　未婚、晩婚化における結婚活動を
他市の取り組みも参考にして、市と

してどういう役割を担うことができるか検
討したい。

健やかに育て、五泉市の宝

問　産科医の早急な確保。その問題が
可能になるまで、市外の産科医に通

院できる交通手段の優待助成をしてはいか
がか。

答　全国市長会で産科医、小児科医を
初めとする医師・看護師等の確保対

策及び地域医療の充実について、６月９日
決議を行い政府へ要望をした。当市として
も新潟大学や関係機関への働きかけや新潟
県、地域の関係機関などとともに積極的に
推進する。また、交通手段の優待助成は、
現在のところ考えていない。

子供の命を守る、
耐震補強工事について

問　中学校の屋内運動場耐震補強工事
に際し、設計業者にミスがあり国の

チェック機関に指摘された。また、その後
に計算ミスがあった。この業者に対しての
処分は。

答　設計ミスについては、工事施行等
に伴う損害は発生していない。入札

を２度行った事務費で損害額が少額と見込
まれること。また、市の指名停止等要領及
び運用基準に該当しないため行政処分は行
わない。

問　耐震化工事の設計は、安全性を確
保するため、構造計算等主要な部分

は他の業者に依頼し、二重・三重のチェッ
クをしたらどうか。また、保育園の耐震診
断のチェックはどうか。

答　設計委託契約を結んで成果品が上
がってくる。委託事業者と成果品に

ついては100％信頼する。その成果品につ
いては担当課でチェックしている。

工事中の校舎（山王中学校）
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一般質問（通告順）
羽下　貢熊倉　政一

農作業事故防止を

問　高齢の農業従事者の増加、高齢世
帯の増加に伴い、事故に遭ってしま

うとその家の生計が成り立たない家庭も出
てくる。行政が動いて基幹産業を守ること
が必要と考えるが。

答　注意事項の掲載を行うなどして農
家への注意喚起に努めており、農作

業事故防止の取り組みを推進できるよう関
係機関、団体と検討する。

湧水を活用したまちづくり

問　五泉の湧水を全国にアピールし、
観光振興を通したまちづくりについ

て考えを伺う。

答　貴重な地域資源である湧水や清流
などの豊かな水環境を財産として保

全を図るとともに、観光資源として活用し
ていく。また、商店街の活性化についても
提案を参考にして商店街の皆さんと検討し
ていく。

白
はくすいこんこん

水滾々「吉清水」

カラスの駆除対策

問　五泉市も例外ではなく農作物を初
め、ゴミの散乱、鳴き声、時には人

を襲う等カラスによる被害が出ている。対
策は。

答　市が実施している駆除は農作物の
被害防止が主であり、今後先進地の

事例を参考にし、関係機関との協議を進め
対策を検討していく。

急げ、カラスの被害対策

五泉市の教育に取り組む教育長
の姿勢は

問　現状の五泉市の教育環境は大変厳
しい。教育格差を避け、全ての子供

達に良質な教育を与え、未来に向かっての
環境をつくることが必要と思うが。

答　学力向上、道徳教育の推進、たく
ましく生きるための体力向上を目標

に家庭や地域と連携を図り、子供たちを育
てていく。

安
全
作
業
に
努
め

実
り
の
秋
へ
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牛膓　利栄

家畜伝染病対策に
ついて

問　口蹄疫の被害を最小限に食い止め
るには、何よりも初動対策がかぎを

握る。特に感染した患畜の埋却を迅速に行
なう必要がある。早急に埋却地の選定が必
要である。

答　５月25日に五泉市口蹄疫対策連絡
会議を設置し、初動対応を初めとし

て防疫対策に万全を期すとともに、発生時
対応マニュアルを６月をめどに作成作業を
行っている。埋却地については今後県と協
議をしながら選定してまいりたい。

対応策を早急に

担い手対策について

問　政権交代により国の農政も大きく
転換されたが、今後の担い手対策も

変更されるのか伺う。

答　認定農業者等の担い手は地域農業
のリーダー的役割を担っていること

から、今までと変わらず支援してまいりた
い。また、各農家を初め他の農業者に対し
ても同様の支援を行い、担い手の育成に努
めたい。

一般質問（通告順）
広野　　甲

子宮頸
けい

がんの
予防ワクチン接種について

問　ウィルスの感染で発症する子宮頸
がんでありますが、ワクチンの接種

と健康診断で、発症を防ぐことの出来る唯
一のがんであります。金銭的な理由などで
ワクチン接種に格差が生じるのはおかし
い。
　現在の政策を見直してでも財源を見つけ
て全額公費負担で実施するべきだ。

答　子宮頸がんは昨年市の検診でも５
人の方が確認され、安心して子供を

産み育てることのできる町づくりの課題と
思う。全額助成で毎年１, １２５万円の財
源が必要となり、国の公費負担を要望し、
働きかけてまいりますが、今後は市単独の
実施も視野に入れて検討していきたい。
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人 事 案 件
ー 次の方々に決定しました ー
 　　　　　　　 	（敬称略）

副 市 長

五十嵐　　　明　（伊勢の川）　　任期　平成22年７月１日～平成26年６月30日

人 権 擁 護 委 員

帆　刈　初　江　（本村仲通り）　　　
任期　平成22年10月１日～平成25年９月30日

固 定 資 産 評 価 員

新　堀　清　隆　（笹野町）

「全国市議会議長会・北信越市議会議長会」永年勤続議員表彰

　４月に長岡市で開催された北信越市議会議長会及び5月に東京都で開催された全国
市議会議長会の定期総会において、市政発展に尽くされた功績により表彰を受け、6月
15日の定例会冒頭に議長から表彰状の伝達が行われました。

10年表彰
町田俊夫 前議員

20年表彰
林　茂 前議員

※合併前の村松町議会議員については、在職通算年数を表彰規
程により換算しています。

10年表彰
川瀬圭介 議員　　　羽下　貢 議員

阿部周夫 議員　　池田邦一 議員　　目黒末治 議員
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　　議会を傍聴してみませんか

意見書の提出意見書の提出 　６月定例会では､ 意見書２件を可決しました。
　可決した意見書は､ 国会及び内閣総理大臣並びに
関係大臣にそれぞれ送付しました。

○農業農村整備事業の予算確保を求める意見書

【提出先】内閣総理大臣、財務大臣、農林水産大臣、衆議院議長、参議院議長

○備蓄米買い入れと米価の回復・安定を求める意見書

【提出先】内閣総理大臣、農林水産大臣

※意見書
地方自治法第99条の規定により、議会は当該普通地方公共団体の公益に関する事件に
つき意見書を国会又は関係行政庁に提出することができる。

　　議会を傍聴してみませんか　　議会を傍聴してみませんか
　五泉市議会では議会の本会議を公開しております。傍聴をご希望のかたは、事前に
会議の開催日をご確認の上、おいでください。
　議場は市役所の５階にあります。傍聴の手続きは、傍聴者席入口で住所・氏名を記
入していただくだけです。
　なお、傍聴者席の定員は57人（記者席含む）です。
　　　

問い合せ先　五泉市議会事務局　℡0250-43-3911（内線370）

　※本会議の開催日程等については、市のホームページでご確認できます。
　　　　　

次回、定例会の開催は９月です
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最
近
よ
く
「
免
疫
力
」
と
い
う
言
葉
を
耳
に

し
ま
せ
ん
か
？　

免
疫
と
は
、
外
敵
か
ら
身
を

守
る
た
め
に
身
体
に
備
わ
っ
た
自
然
治
癒
力
で

す
。
で
は
、
そ
の
免
疫
力
を
高
め
る
に
は
ど
う

し
た
ら
よ
い
か
。
医
食
同
源
と
い
う
言
葉
に
も

あ
る
よ
う
に
、
玄
米
を
食
べ
る
、
野
菜
を
食
べ

る
、
肉
料
理
を
控
え
て
腹
八
分
目
の
食
事
を
す

る
こ
と
。
そ
し
て
、
生
活
面
に
関
し
て
は
体
温

を
上
げ
る
、
早
寝
早
起
き
を
す
る
、
適
度
な
運

動
を
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
わ
か
っ
て
い
る

け
ど
、
な
か
な
か
行
動
に
移
す
こ
と
が
難
し
い

の
が
現
状
で
す
。

　

暑
い
夏
の
最
中
、夏
バ
テ
し
な
い
た
め
に
も
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
実
行
し
健
康
増
進
に
努
め
た

い
も
の
で
す
。　

　

委
員
長　

熊
倉　

政
一

　

副
委
員
長　

佐
藤　
　

渉

　

委　
　

員　

相
田　
　

豊

　
　

〃　
　

阿
部　

周
夫

　
　

〃　
　

石
黒　

俊
雄

　
　

〃　
　

鈴
木　

良
民

　
　

〃　
　

長
谷
川
秀
行

　
　

〃　
　

広
野　
　

甲

　

議
会
に
関
す
る
ご
意
見
・
ご
要
望
を
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
局　

℡
�
３
９
１
１

︵
内
線
︶
３
７
０

編
集
後
記

雨
露
に
濡
れ
る
と
、

よ
り
一
層
色
づ
く
あ
じ
さ
い

城
跡
公
園
内
の
花
菖
蒲

猿和田　あじさい通り


